
 

 

 
≪ 伝統工芸品の職人体験をしています。≫ 
「伝統工芸品」とは、数百年の歴史を超えて脈々と受け継がれている技術や技法を用いて、ハンド

メイドで作られた芸術品を指し、日本では現在、約25,000社、合計140,000人の職人達が、1,200種

類もの「伝統工芸品」のものづくりを行っているそうです。そのような「伝統工芸品」の中には、国

が特別に指定した「伝統“的”工芸品」が存在し、ものづくりが始まってから100年以上の歴史を持

つなど、厳しい条件の審査を行うそうです。法律によって伝統工芸を指定、保存している国家は非常

に稀で、日本は世界で最も伝統工芸の技術、技法の継承に力を入れているとのことです。 

本校では、そのような伝統工芸品の歴史、技術・技法を学び、古代から継承されてきた日本のもの

づくりに触れる機会を作っています。１年生では、９月の家庭科の時間に「藍染の実習」をしていま

す。①模様をイメージして輪ゴムで巻いて水につけた自分の布を手元に準備する。②手袋をして、藍

が入ったバケツに布をつける。③布をバケツから出して絞り、空気に触れるよう、手で布を広げる。

※②③繰り返し、④水につけ布を洗い、藍を落とす。⑤絞って物干しに干す。こうして、手間をかけ

て藍染できた布を、アイロンがけして縫って暖簾等にする授業を行っています。この授業は、国の有

形文化財（建造物）に登録されている津屋崎千軒民俗館「藍の家」の方に指導を仰いでの藍染の実習

でした。生徒たちは、「自分には思いつかない工夫があったり、感動した」「夜の月とホタルをイメー

ジして作った」「色分けが時間ごとに変わり、昔の人はすごいと思った」などの感想を持ち、とても

楽しく笑顔で貴重な体験ができていました。(↓写真３枚) 

   
また、３年生では、９月１７日の美術の時間に、テレビ番組を発端にSNSでも話題となっている津

屋崎の民芸郷土玩具「モマ笛」の絵付け体験を行いました。このモマ笛、可愛いフクロウの人形は、

江戸時代中期に始まったとされる特産民芸品「津屋崎人形」の一種です。厄除け「フクロウ（=モマ）」

の笛、歴史は江戸時代からこの地域の言葉で「モマ」と呼ぶフクロウは、「不苦労」「福来る」など語

呂合わせもあり、幸福を運ぶとされることが多い生き物、津屋崎でも先を見通す能力を持つ生き物と

されていて、モマ笛は厄除けの意味を持つ玩具として昔から親しまれてきたそうです。３年生では、

「筑前津屋崎人形巧房」の原田さんを講師で招き、実際に絵付けを行っています。生徒は、自分のオ

リジナルの絵付けを、夢中になって真剣な表情で行っていました。生徒の感想は「昔から受け継がれ

てきたものを実際に触れられてすごく嬉しかった。」「目の絵付けが特に難しかった」「足を肉球にし

たり、自分なりの個性を出すことができて楽しかった」などがあり、その出来栄えに満足し、友だち

と作品を見せあって絵の説明をしていました。とても有意義な時間であったようです。(↓写真) 
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生徒感想(３年生)・・「すごく楽しかったです。つやふくさんとのコラボという形に地域の伝統文化

の活性化という願いも込めて作ったので、何か自分もお手伝いしたいです。」「初めて、モマ笛をつく

って、とても楽しかったです。津屋崎の歴史について、興味が持てました。貴重な体験ができて良か

ったです。」 

≪ 生徒たちは、地域や市の取組に貢献しています。≫ 
◇７月16,17,18日(火,水,木)津屋崎小学校で、夏休み補充学習津小「カメ太タイム」学習ボランテ

ィアに３７名が参加しました。算数をマンツーマンで教え、算数が苦手な小学生が「わかった」「で

きた」と目を輝かせていました。三日間で、小学校や子ども達から、とても感謝されて教える側の中

学生も、充実した時間になっていました。 

◇８月５日(月)宮司海岸の鳥居駐車場に、朝６：３０に集まって海岸清掃・駐車場のゴミ拾いを行っ

ていました。生徒のボランティアは約１６０名が参加し、朝早くから、とても暑い中でしたが、２時

間くらい清掃活動を行っていました。また、福間中学校の生徒も、福間東中学校の生徒も、同じ時間

に海岸清掃ボランティアを行い、最後は全員同じ場所に集まって、顔を合わせて労をねぎらいあいま

した。 
◇８月24日(土)宮司夏祭りボランティアを行いました。宮司コミュニティセンターで17：00から、

「たこ焼き」「手作りのゲーム」の出店を、生徒会役員が中心となって、生徒１０名ほどで販売テン

トや子ども達に遊ばせるブースを担当していました。 

◇９月 15 日(日)獅子楽奉納(豊山神社秋季大祭)の伝統芸能保存活動に中学生は８名参加しました。

笛・小太鼓などを５日間練習しての参加で、当日は、獅子楽奉納の行列で歩きながら上手に演奏して

いました。 

◇９月28日(土)勝浦大運動会運営ボランティアを行いました。中学生約２０名が、プラカードを持

って先頭に立ったり、道具のグラウンドへの搬出入手伝ったり、応援をしたりしていました。中学生

ボランティアのおかげで、スムーズな運動会の運営ができ、とても盛り上がった運動会になっていま

した。 

◇『福津市中学生未来会議』(市内三つの中学校の生徒会役員の合同研修・合同会議で、中学生が参

画できる市の取組などについて協議し、市長に提言をまとめることで、リーダー性を高め福津市への

思いを醸成する会議)に生徒会役員が参加して、頑張っています。3/26,7/25,8/27の三回が終わりま

した。次回は１１月９日(土)に予定されています。 

◇『郷育カレッジ：ワールドカフェで中学生と未来を語ろう』が、9 月 13 日(土)に津屋崎中学校ス

カイルームで行われ、津屋崎中学校の希望者生徒２５名が、参加し、郷育カレッジンの方々と色々な

テーマで話し、有意義な時間を過ごしていました。 

 

 

【これからの予定】 
１０月１２日(土)PTA除草作業 

１０月１９日(土)文化祭 

写真は、 
海岸清掃、宮司夏祭り、

カメ太タイム、 
獅子楽奉納 

地域貢献・ボランティア 


